
明治維新後、庄内藩士たちが拓いた鶴岡市の松ヶ岡開墾場では、養蚕が盛んに行われたことから、 

現在も鶴岡は絹織物のまちと呼ばれています。また、明治時代に鶴岡で生まれた「麦きり」は、雑味の

ない素朴な風味が特徴で、鶴岡の気風にも通じる麺として広く親しまれています。鶴岡独特の食文化と

して生まれた麦きりに、鶴岡特産の絹から精製したプロテインを麺に練りこみ作られた、「絹入り麦 

きり」は、かの庄内藩士が桜と蚕に込めた新たな鶴岡への思いが今も息づいています。 

（商品写真は調理例です） 

販売価格（H26.4.1 現在） ２,５０９円 

販売形態 店舗での提供・販売、お土産・お持ち帰り可、通販あり 

販売時期 通年 

店舗・事業者名 
庄内観光物産館ふるさと本舗 

（しょうないかんこうぶっさんかふるさとほんぽ） 

店舗所在地 山形県鶴岡市布目字中道８０－１ （〒997-0851）  

札所から店舗までの距離 １５ｋｍ（車で２０分） 

駐車場 あり 

店舗営業時間・定休日 ９：００～１８：００・年中無休 

店舗電話番号 0120-79-5111 

店舗ホームページＵＲＬ 
http://www.shoko-corpo.jp/bussan/ 

http://www.rakuten.ne.jp/gold/shonai-kankobussankan/ 
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四十六番・松ヶ岡開墾場 

絹織物のまち鶴岡、松ヶ岡開墾場から生まれた、 

シルクを練りこんだ素朴な風味の麦きり 
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